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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
シェービングを行うための刃先を有する少なくとも１つの刃を備えた安全かみそり刃ユニ
ットであって、前記刃は、シェービング中に刃先にかかる力の下で前記刃ユニットの他の
皮膚接触部とは独立して移動するように装着され、
前記刃は、前記刃先から離間するとともに前記刃ユニットの他の皮膚接触部の皮膚接触面
に沿った面である正接面上または前記正接面の近傍に配置された回転軸を中心として移動
するよう装着され、シェービング中に前記刃にかかる押圧力に応じて前記刃が前記正接面
と交差する角度である刃の正接角を増加させるようになっており、前記回転軸は、前記刃
先と、最も前方にある刃の隣にある皮膚接触部の表面との間に位置することを特徴とする
安全かみそり刃ユニット。
【請求項２】
前記刃ユニットは、フレームと、刃支持体に固定的に支持される各刃と、を備え、前記刃
支持体は、支点を画定する手段によって前記フレームに接続され、前記刃の移動は前記支
点の周りの角変位でなされ、
前記支点は、最も前方にある刃の隣にある前記皮膚接触部の表面と前記正接面とが合う位
置よりも、前記刃先に接近して配設されることを特徴とする請求項１記載の安全かみそり
刃ユニット。
【請求項３】
前記支点は前記フレームに固定され、前記回転軸により前記支点が画定されることを特徴
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とする請求項２記載の安全かみそり刃ユニット。
【請求項４】
前記支点は、前記刃支持体の両側に設けられ前記フレームの軸受けに係合するジャーナル
からなることを特徴とする請求項３記載の安全かみそり刃ユニット。
【請求項５】
前記支点はヒンジからなることを特徴とする請求項２記載の安全かみそり刃ユニット。
【請求項６】
前記支点は前記刃先から０．２ｍｍ～０．６ｍｍの範囲内の距離だけ離間していることを
特徴とする請求項２乃至５のいずれか一項に記載の安全かみそり刃ユニット。
【請求項７】
前記刃ユニットは、平行に設けられた刃先を有する複数の刃を備え、各刃は回転軸を中心
として回転移動を行うよう装着されており、この回転軸は刃の刃先から離間するとともに
刃の正接面上または正接面の近傍に配置されていることを特徴とする請求項１記載の安全
かみそり刃ユニット。

【発明の詳細な説明】
発明の属する技術分野
本発明は、安全かみそりに係り、特に安全かみそりの刃ユニットに関する。本発明の刃ユ
ニットは使用時柄に取り替えできるように装着されたカートリッジか、又は柄に固定的に
取り付けられた刃支持部を有する廃棄型かみそりのシェービングヘッドに適用できる。
従来の技術
通常市販されている安全かみそりのカートリッジは、長手方向に延びるフレーム上のガー
ドとキャツプ面を有するほぼ長方形のモールドされたプラスチックフレームを備える。フ
レームの開口内には互いに平行の且つガード面に向かう切り取り縁を有するタンデム状に
配列された一対の刃がある。刃はそれに固定的に取り付けられる各支持体に支持され、刃
支持体の端部はシェービング中刃に掛かる力に応じて、刃を引っ込めることができるよう
にフレームの端壁の溝に摺動案内される。ばねは刃を通常の休止位置にくるように働く。
刃ユニットのいわゆるシェービング幾何学は、刃ユニットのシェービングの出来具合を決
めるために重要であることが知られている。シェービング幾何学は、他の皮膚接触部、特
に刃ユニットのガードとキャツプに関連して刃の位置と方向を画定する。シェービング幾
何学の一つのパラメータは、刃先の直前又は直後の皮膚接触面に接するシェービング面上
で、刃先の露出によって決まる垂直距離である刃の露出度である。前述の周知の刃は装着
された複数本の刃を有するので、ばね力にうち勝つ充分な大きさの負荷が刃に掛かったと
き露出は少なくなる。シェービング幾何学の他の重要なファクタは、刃の中央面が接触面
と交差する角度である刃の正接角即ち接触角であり、接触面は刃先に対し正接であり且つ
皮膚接触部の面に正接である。例えば対の刃のカートリッジにおいては、第一即ち主刃の
刃の接触角はガード面と主刃の端部に接する正接面に対する刃の角度である。
シェービング中、刃ユニットの複数枚の刃は引きずる力と押圧する力との組み合わせを受
ける。引きずる力はシェービング面に対して主に平行の力であり、押圧する力はシェービ
ング面に対しほぼ垂直の方向の皮膚により刃に対抗する力である。
例えば米国特許第4,709,477号及び第4,774,765号には、引きずる力の増加に応じて露出と
刃の正接角ともに増加させるために、刃が移動できるように刃を装着する方法が開示され
ている。ひずみ計での測定では、引きずる力はシェービング中実質的に変化しないことを
示している。毛は普通皮膚面に垂直には生えず、多数の人のあごひげは顔に対して下に傾
いている。シェービング中、上剃りの時、主として皮膚のつぶつぶにに向けて刃を動かす
時、人は顔に対して下剃りの時より少ない圧力を加えており、結局のところ引きずる力は
、上剃りも下剃りの時も実質的に異ならないことが知られている。より大きな押圧力で皮
膚面にかみそりを当てることにより、人はすっきりしたひげ剃りを探し求めているとき、
このような条件の下では、より前向きな刃の幾何学が望まれる。可動の刃を持つ従来のか
みそりはこのように押圧する力に対応できなかった。
発明の詳細な説明
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本発明は、従来の技術に残された係るギャップを埋めるもので、本発明によれば、シェー
ビング中刃先に掛かる力の下で、刃ユニットの他の皮膚接触部に対して独立の動きができ
るように装着された少なくとも一枚の刃を有する安全かみそり刃ユニットを提供するもの
で、各刃は、シェービング中、刃に掛かる押圧する力に応じて刃の正接角を増加する方向
に移動するように装着されている。
本発明の好ましい実施形態では、刃ユニットはフレームと、刃支持体に固定的に支持され
る一枚又は各刃と、てこの支点を形成する装置によりフレームに接続される刃支持体とを
備え、押圧された刃の移動時、てこの支点は刃の前方の皮膚接触面と正接面が合う位置よ
りも刃先により接近して配設される。又てこの支点は正接面内又は正接面に近接して置か
れる。この配設は刃の正接角が増加したとき刃の露出を少なくし、その程度は刃の正接角
が増加したとき、刃の露出が減少するよう変化するものである。又刃の角変位は刃の引き
ずる力に対して非常に敏感で、刃のスパン即ち刃先と正接面で測定した刃先の前の皮膚接
触面との間の距離は、刃の正接角が増加したとき余り変化しない。てこの支点が刃先から
０．２～０．６ｍｍ程度離れていることは好都合である。
本発明の実施形態による刃ユニットに関し、一枚又は複数の刃は最初最小の刃正接角に設
定され、この角度は押しつける力が増加したとき増加する。結局刃の正接角が最初最大に
設定される他の配置にくらべ、より快適である。
刃の支持体はフレームに都合良く結合されるので、てこはフレームに対して固定されるが
、これは必須のことではなく、てこの支点の移動の程度を制御することが可能である。
本発明を添付する図面に基づく以下の詳細な説明でより明らかにする。
図１は刃が通常の休止位置にある本発明のかみそりカートリッジの断面図である。
図２は刃が最大の角変位位置にある図１のカートリッジの断面図である。
図３は図１のカートリッジの分解斜視図である。
図４は刃の一部とその支持体を示す拡大図である。
図５は他の実施形態の刃装着配置を示す斜視図である。
図６Ａと図６Ｂはヒンジを有する他の実施形態の刃装着配置を示す斜視図と端面図である
。
図７Ａと図７Ｂはシェル軸受を有する他の実施形態の刃装着配置を示す斜視図と端面図で
ある。
図８Ａと図８Ｂは移動てこの支点を有する他の実施形態の刃装着配置を示す斜視図と端面
図である。
図９Ａと図９Ｂは４つの棒リンク仕掛けを有する刃装着配置を示す斜視図と端面図である
。
図９Ｃは最大の刃変位状態を示す実施形態の概略図である。
以下図面に基づいて本発明の実施形態を説明する。
図１～図４に示す安全かみそり刃ユニットはシェービングカートリッジである。カートリ
ッジが取り付けられる柄は図示してないが、通常の形状のものを使用できる。カートリッ
ジは全体的に長方形のモールドプラスチックフレーム１からなる。フレームの前方レール
はガード棒２を備え、条片に沿って延びる直立フィンを持つ弾性のある材料のガード条片
３を支持している。フレームの後方レールはキャップ面５を形成し潤滑材料の条片６を支
持する。平行の端部を持つ３枚の刃７はガード棒２とキヤップ面５との間でフレームに装
着されるので、刃はシェービング中皮膚の上を順次通過していく。各刃は図４に示すよう
に刃支持体８に固着され、刃支持体の各端部は自由端でジャーナル１０を持つ前方で上方
に傾斜している吊りアーム９に一体に構成されている。ジャーナル軸は刃先に平行でそれ
より前方に０．２～０．６ｍｍの距離離間している。ジャーナルはばねブロック１２とカ
ートリッジフレームの端部壁により形成された軸受内に支承されている。ばねブロックは
フレーム壁に形成されたソケットにスナップ作用ではめ込まれる連結素子１３を有し、ば
ねブロックは、図１に示す休止位置に刃を持ってくるため各刃の下側で働くばねフィンガ
１４と一体になっている。ばねブロックの上方に向かうキー素子１５は、図１と２に示す
ように溝の上端に画定された軸受にジャーナル１０を保留するため、フレームの端部壁に
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形成された軸の周りに枢軸運動ができるようにカートリッジフレーム１に装着され、この
軸は刃先と皮膚接触体との間に位置づけられ、この軸は刃の正接面内にあるか又は正接面
に近接している。ばねフィンガ１４は図１の休止位置に刃を偏倚させ、この位置では刃又
はその支持体はフレーム端部壁に形成された肩１８に当接する。刃７が、刃先に加えられ
且つシェービング面にほぼ垂直な押圧力をうけ、更にこの押圧力がばねフィンガ１４の予
め加えられた応力に打ち勝つに充分な大きさの時、刃は枢軸運動し、刃の正接角は押圧力
が更に増加したように序々に増加する。図２に示すように刃の露出は減少するが、所望す
ればほんの僅かであり、露出の減少は、それ自体が装着されたばねであり又は弾性的に変
形できるガード棒２の配設により補償され、刃に分圧された押圧力の下で刃が枢軸運動を
したときガード棒に加えられた対応する押圧力で、ガード棒は序々に押し下げられていく
。カートリッジの構成は、シェービングされる皮膚に対してかみそりを押圧するため、ユ
ーザの使用時かみそりに加えられる力で、刃の正接角が増加するようになっていることが
理解されるであろう。
図５に示すように、吊りアーム９とジャーナル１０は、刃の支持体と一体に成型する代わ
りに、刃支持体８の端部を受け入れる溝を持つように形成される別個のモールド体２０と
して成型することもできる。
図６Ａと６Ｂに刃７がその周りに枢着されるてこが、吊りアーム９を有する体２３に合体
された能動的ヒンジ２２により形成される。該体２３はカートリッジフレーム１と一体に
形成されるか又は別個にモールドされそれに取り付けられる。
図７Ａと７Ｂの他の実施形態によれば、刃支持体は弓形をし、支持体の延長端２４は、刃
７の枢軸運動の中心を画定するシェル軸受けを形成するためフレーム端部壁の対応するカ
ーブした溝に嵌合するように配設される。
各刃が固定されたてこの支点又は枢着軸の周りを回動することを強制することは必ずしも
必須のことではない。図８Ａと８Ｂの他の実施形態によれば、吊りアーム９は図５に示す
ように別個にモールドされ、刃支持体に取り付けられているとはいえ刃支持体と一体であ
る吊りアーム９は、その自由端にフック２６を有する。フックはフレーム端部壁に固定さ
れた片持ち支持棒２７上に設置され、それぞれの枢着軸を画定する両端に縁を持つ実質的
な平面を有する。刃の最初の枢軸運動で変位する間、吊りアーム９と刃７は支持棒２７の
前方端により形成される軸の周りに枢支され、引き続く角運動中、枢軸運動は支持棒の後
方端により形成される枢軸の周りに行われる。
図９Ａ，９Ｂと９Ｃの他の実施形態によれば、刃７は一体にモールドされた４本の棒リン
ク仕掛けにより支持されている。第１のリンク３０は吊りアーム９を形成し、第２のＬ字
形リンク３１はカートリッジフレームに固定され、第３のリンク３２は刃７の移動のため
、てこの支点を形成する一つのヒンジ３３により吊りアーム９に、且つ他のヒンジ３４に
より第２のリンク３１の一端に連結され、短い第４のリンク３５はそれぞれのヒンジ３６
，３７により第２のリンクの他端と第１のリンクに連結される。刃先に加えられた押圧力
の下で、リンク３０はヒンジ３３により形成されたてこの支点の周りに回動する。ヒンジ
３４に基づく、てこの支点の若干の下方移動があるが、刃の露出の減少となるこの変位は
第４のリンク３５が短いので非常に少ない。前述した全ての実施形態においては、てこの
支点は図１～４に示した実施形態に関連して述べたように実質的に設置され、その結果刃
の正接角が増加するという望ましい効果は、押圧力が増加したとき得られ、そして刃の間
隔は実質的に変化せず、且つ刃の露出に関する変化は僅かに保たれる。
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